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令和６年７月２９日 
統 合 幕 僚 監 部 

 
令和５年度における自衛隊の災害派遣及び不発弾等処理実績について 

 
 

１ 全般  

令和５年度の災害派遣の派遣件数は 387 件、総活動人員は延べ約 13,000 人

（令和６年能登半島地震に係る災害派遣活動人員は、令和６年度以降も活動を

継続中のため、令和５年度の派遣実績には計上していません。）でした。 

令和５年度は主に①令和６年能登半島地震に係る災害派遣、②台風第６号及

び台風第１３号に係る災害派遣、③大雨に係る災害派遣、④大雪に係る災害派

遣、⑤特定家畜伝染病（鳥インフルエンザ及び豚熱（CSF））に係る災害派遣、

⑥山林火災に係る災害派遣等を実施しました。 

また、令和５年度に陸上において発見された不発弾等の処理件数は 2,348 件

（処理重量は約 37.5 トン）、海上における機雷の処理個数及びその他の爆発性

危険物の処理個数はそれぞれ 2 個及び 195 個（処理重量は約 4.1 トン）でした。 

 

２ 令和５年度の主要な災害派遣  

（１）令和６年能登半島地震に係る災害派遣 

   令和６年能登半島地震対応のため、石川県及び富山県において人命救助活

動、衛生支援、輸送支援、給食支援、給水支援、入浴支援及び道路啓開活動

等を実施しました。入浴支援は現在も継続中です。 

（２）台風第６号及び台風第１３号に係る災害派遣 

   台風の影響によるインフラ被害及び土砂災害が沖縄県及び茨城県において

発生し、活動人員延べ約 250 人により、輸送支援及び人命救助活動を実施し

ました。 

（３）大雨に係る災害派遣 

   大雨の影響による土砂災害が佐賀県、福岡県及び秋田県において発生し、

活動人員延べ約 1,300 人により、人命救助活動、給水支援及び災害廃棄物の

撤去支援等を実施しました。 

（４）大雪に係る災害派遣 

大雪の影響による立ち往生が名神高速道路（関ケ原 IC～滋賀県境付近）に

おいて発生し、活動人員延べ約 720 人により、除雪支援を実施しました。 

（５）特定家畜伝染病（鳥インフルエンザ及び豚熱（CSF））に係る災害派遣 

   北海道及び群馬県で発生した鳥インフルエンザ並びに佐賀県で発生した豚

熱（CSF）に対し、活動人員延べ約 6,500 人により、鶏及び豚の殺処分支援を

実施しました。 

（６）山林火災に係る災害派遣 

   山林火災の発生に際し、自治体により消火活動を実施するも鎮火に至らな

かったものについて、活動人員延べ約 950 人により、空中消火活動を実施し

ました。 
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１ 災害派遣
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令和５年度に実施した主要な災害派遣

件 名
活動人員
（延べ）

時 期 活動地域 活動内容等

令和６年能登半島地震に係る災害派遣 ※ １月１日～活動継続中
・石川県
・富山県

・人命救助
・衛生支援
・輸送支援
・給食・給水支援
・入浴支援
・道路啓開 等

台風第６号及び台風第１３号に係る災害派遣 約２５０人
・８月７日
・９月９日～９月１０日

・沖縄県
・茨城県

・輸送支援
・人命救助

大雨に係る災害派遣 約１，３００人
・７月１０日～７月１４日
・７月１６日～７月２８日

・佐賀県及び福岡県
・秋田県

・人命救助
・給水支援 等

大雪に係る災害派遣 約７2０人 １月２４日～１月２５日 ・岐阜県 ・除雪支援

特定家畜伝染病
（鳥インフルエンザ、
豚熱（ＣＳＦ））に係
る災害派遣

鳥インフルエンザ 約５，０００人
令和５年４月
～令和６年１月

・北海道
・群馬県

・殺処分支援

豚熱（ＣＳＦ） 約１，５００人 ８月３１日～９月５日 ・佐賀県

山林火災に係る災害派遣 約９５０人
令和５年４月
～令和６年１月

・群馬県
・長野県
・愛媛県
・広島県
・和歌山県

・空中消火

大雨対応能登半島地震対応 鳥インフルエンザ対応

４

山林火災対応

※ 令和６年能登半島地震の活動人員は、令和６年度（２０２４）度以降も活動を継続中のため、令和５年度の派遣実績には未計上



５

災害派遣活動人員数の推移

令和５年度は、延べ活動人員約１万３０００人 をもって災害派遣活動に従事
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H30:約119万人
（７月豪雨等）

H23:約1,074万人
（東日本大震災等）H6:約157万人

（阪神・淡路大震災等）

昭和 平成 令和

（人）

H28:約85万人
（熊本地震等）

Ｒ2:約43万人
（令和２年７月豪雨等）

R1:約106万人
（東日本台風等）

Ｒ５:約1万3000人※

※

※ 令和６年能登半島地震の活動人員は、令和６年度（２０２４）度以降も活動を継続中のため、令和５年度の派遣実績には未計上



災害派遣件数（活動種類別）の推移（過去１０年間）
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※
※ 新型コロナウイルス関連の活動として、一般命令、官庁間協力による教育支援も含めた件数
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■ 令和５年度総件数： ３５２件

南西諸島（沖縄県及び鹿児島県）や長

崎県の離島、小笠原諸島（東京都）など

への派遣が大半

① 急患輸送実績

７

件数及び要請都道府県等別実績推移

（件）

352件3４9件365件

陸自ＣＨ－４７による急患輸送

317件

陸・海・空自衛隊別実績推移
（件）
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８

件数年度別実績推移（過去５年間） 令和５年度の活動件数月別実績

■ 令和５年度総件数 ：９ 件

山林火災の件数及び近傍火災の件数は、

減少傾向

（件）
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近傍火災 山林火災

33件

② 消火活動実績

取水中の陸自ＣＨ－４７

24件

消火バケット取付中の陸自隊員

9件



③ 捜索救助実績

区分 件数 要請元 種 類 主な活動部隊

海上

保安庁
６件

第二管区

第三管区

第五管区

第七管区

第九管区

行方不明者捜索、救助

第２１航空群（館山）

第２２航空群（大村）

第５航空群（那覇）

第１潜水隊群（呉）

阪神基地隊（神戸）

大湊地方隊（大湊）

航空救難団（各地） 他

都道

府県
２件

鹿児島県

沖縄県
行方不明者捜索、救助

第８師団司令部（北熊本）

西部方面航空隊（目達原）

与那国沿岸監視隊（与那国）

その他 １件
米空軍オスプレイ乗員

の捜索救助

西部方面隊（健軍）

自衛艦隊（船越）

西部航空方面隊（春日） 他

令和５年度の要請機関別実績

■ 令和５年度総件数：９件

近年、捜索救助の件数は同程度

で推移

機内で救助者対応する空自隊員 海面捜索を行う海自隊員

９

件数年度別実績推移（過去５年間）

（件）
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２ 不発弾等処理

１０



陸上において発見された不発弾等処理実績の推移

１１

○ 処理件数及び処理重量ともに沖縄県の全国に占める割合が大きく、令和

５年度は処理重量の約５３％

（件） （トン）

不発弾等処理件数の推移 不発弾等処理重量の推移

529 510 423 467 441 
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沖縄（処理重量） 沖縄以外（処理重量）

不発弾等の識別作業

発見された不発弾
等の写真を挿入

不発弾の発掘作業

令和５年度の処理実績

区 分 処理件数 処理重量

全 国

（沖縄含む） ２，３４８件 約３７．５トン

沖 縄 ４４１件 約１９．７トン

全国：2,348件
沖縄： 441件

全国：約37.5トン

沖縄：約19.7トン
2,348

1,441

1,194 1,255

37.5

33.2

21.9

31.9

1,372

41.9



海上における機雷等処理実績の推移

１２

（個）（トン）

処理個数 処理重量

（トン）

処理個数 処理重量

（個）

① 機雷の処理個数及び重量の推移

水中爆破の状況

② その他の爆発性危険物の処理個数及び重量の推移

発見された「機雷そ
の他の爆発性危険
物」の写真を挿入

爆発性危険物の捜索

令和５年度の処理実績

区 分 処理個数 処理重量

機 雷 ２個 不明

その他の爆発性
危険物（魚雷、爆
雷、爆弾、砲弾等） １９５個 約４．１トン

１９５個
約４.１ トン

0

1.0 

0 0 不明
0
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2
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5

令和元 2 3 4 5
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